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1 はじめに 



























 一方、中央教育審議会は 2008 年 12月「学士課程教育の構築に向けて」を、2012年 8月「新たな未来 
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1.3 産学公連携課題解決型授業の実施と教育研究の目的  
このような社会的な状況を踏まえて、初年次生の汎用能力を一層高めるため、生命科学部では、初年

















































































































図 3 アンケート調査表への回答人数と属性因子のカイ二乗分析 
Q 1 氏名と 学籍番号を 記入下さ い。 　 氏名： 　 　 　 ＿　 ＿＿＿　 学籍番号： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
































以下の4段階で 回答し 、 ○で マ ーク し て く だ さ い。
「 非常にあて はま る ・ ・ ・ ４ 」 　 　 　 　 「 ややあて はま る ・ ・ ・ ３ 」 　
　 「 あま り あて はま ら な い・ ・ ・ ２ 」 　 　 　 「 全く あて はま ら な い・ ・ ・ １ 」 4 3 2 1 性別 学科 クラス













































































































































































　                                                                              2017/7/10     生命科学と社会　「FSP講座」主担当　高橋勇二
来年春、 あな た が新1年生へFSP講座に際し て 最も 大切だ と 思う 受講心得を 伝え る 機会を 得た と し て 、 ど の様な メ ッ セ ー
ジ を 後輩に贈り ま すか。 次の空欄に記入下さ い。
カイ二乗検定
集計結果を上段に人数、下段に割合(% )として示した。また、性別、学科、クラスの因子が回答割合に
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東京薬科大学研究紀要 第 21 号
る振り返りの回とした。続いて 9 回目から 13 回目までを後半の事業体の課題に取り組む回とした。14
回目に後半の課題に対する振り返りを実施した。最終回は、各クラスの代表グループによる決戦発表大
会とした。この最終回は、クラスの団結力と代表チームの責任感を醸成する学修機会と捉えて設定した。
生命科学部の新入生 236名を図 2 に示したように A から Dにクラス分け、6から 7名のグループ活動を
主体とした授業として進めた。前半、A クラスは八王子市市役所高齢者福祉課から出された「高齢者福
祉の自助・互助・共助を進める企画案」、また、Bクラスは国土交通省相武国道事務所から出された「冬
場の積雪時の注意喚起広報企画案」そして、C および D クラスは教育系 B 社から出された「理系人財育
成企画案」に関する課題に取り組んだ。授業の後半は、A および B クラスは化粧品系の S 社から出され








統計解析は IBM SPSS Statistics を用いて行った。アンケートは 223名から回収され、回収率は欠席者













































































a 0.394 0.383 0.573
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
回帰 46.300 4 11.575 35.280 .000b




B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
(定数) 0.702 0.215 3.269 0.001
充実していた 0.212 0.069 0.225 3.078 0.002 0.521 1.918
前向きに受講 0.232 0.071 0.228 3.255 0.001 0.567 1.765
仲間と解決へ近
づける
0.199 0.062 0.202 3.192 0.002 0.700 1.429
フィールドワー
クによる刺激
0.146 0.045 0.182 3.232 0.001 0.877 1.140
b. 要求された変数がすべて投入されました。
a. 従属変数 成長した　b. 予測値: (定数)、フィールドワークによる刺激, 充実していた, 仲間
と解決へ近づける, 前向きに受講。
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